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社会福祉法人制度改革の主な内容 

 

  

出典 厚生労働省「社会福祉法人制度改革について」 
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出典 厚生労働省「社会福祉法人制度改革について」 

社会福祉法人制度改革の主な内容（抜粋） 
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ガバナンス 

 

  

ガバナンスとは 

 
ガバナンスとは 
 

 
統治を指す 

 
 
コーポレートガバナンス 

会社が、株主をはじめ顧客・従業員・地域社会等の 
 
立場を踏まえた上で、透明・公正かつ迅速・果断な 
 
意思決定を行うための仕組み 
 
（東京証券取引所 ２０１５年 「コーポレートガバナンス・コード」より 
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ガバナンス 

 

  

ガバナンスとは（読替え） 

 
 
コーポレートガバナンス 

会社が、株主をはじめ顧客・従業員・地域社会等の 
 
立場を踏まえた上で、透明・公正かつ迅速・果断な 
 
意思決定を行うための仕組み 
 
（東京証券取引所 ２０１５年 「コーポレートガバナンス・コード」より 
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法人  利用者及びご家族 職員 



（１）監事の役割、権限と義務について 

 

  

ア 監事に求められる役割 
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社会福祉法人の各機関 

「社会福祉法人における機関と役割」 

 

理事長 

（業務執行理事） 

理事会 

評議員会 

・業務執行を決定する。 
・理事長を選任・解任する。 
・理事の職務執行を監督する。 

・法人の業務を執行する。 

監 事 

・運営の基本的事項を決定する。 
・理事、監事を選任、解任する。 
・法人運営を監督する。 

・理事の職務の執行を監査する 
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監事の役割（１） 

 
 
監事は 

 
 理事の職務執行を監査し、 
 

 
 監査報告を作成します。 

（法第 45条の 18①） 
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監事の役割（２） 

理事が 
適法かつ適切に職務
を執行しているか 

監査の結果を 
評議員会に報告する 

対象は法人全般 報告書を提出 
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業務監査と会計監査 

監事の要件 

２名以上 

監事には、次に掲げる者が含まれなければならない 
 

 社会福祉事業について 

識見を有する者 
（ 法第44条第5項第1号） 

財務管理について 

識見を有する者 
（同項第2号） 

 

 
業務監査 

 
会計監査 
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（１）監事の役割、権限と義務について 

 

  

イ 監事の権限と義務 
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出典 厚生労働省「社会福祉法人制度改革について」 

監事の権限と義務の明確化 
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出典 厚生労働省「社会福祉法人制度改革について」 

監事の権限と義務の明確化（抜粋） 
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出典 厚生労働省「社会福祉法人制度改革について」 

監事の権限と義務 

権限 
 

調査と是正 

義務 理事会の出席義務 

報告の義務 

善管注意義務（委任関係） 
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監事の権限と義務の帰属 

出典 厚生労働省「社会福祉法人制度改革について」 
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監事の権限と義務の全体像 

出典 厚生労働省「社会福祉法人制度改革について」 
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監事の権限の内容 

【監事の権限（主なもの）】 
 

調 査 機 能 
 

是正、勧告 機 能 

理事の職務執行の監査 理事会への出席と意見陳述 

計算書類等の監査 評議員会への報告 

事業報告書の監査 監査報告書の作成 

事業の報告要求 理事会の招集請求権 

法人の業務・財産の状況の調査 理事会の招集権 

評議員会に提出しようとする議案、 
書類、電磁的記録等の調査 
 

理事の行為の差止め請求 
（法人に著しい損害が生ずるおそれがある 
とき） 

会計監査人の解任 
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監事の義務の内容 

【監事の義務】 
 

理事会への出席義務と 
報告の義務 

評議員会の議案の調査と 
報告義務 

理事が不正な行為をしたとき 法令若しくは定款に違反する事項があ
ると認めるとき 

理事が不正な行為をするおそれがあると
認めるとき 

著しく不当な事項があると認めるとき 

法令・定款に違反する事実があるとき 
 

著しく不当な事実があるとき 
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監事の責任の内容 

【監事の責任】 
 

損害賠償責任 
 

罰   則 
 

法人に対する損害賠償責任 
（任務を怠ったとき） 

特別背任罪 

第三者に対する損害賠償責任 
（悪意又は重大な過失があったとき） 
（監査報告に虚偽の記載を行ったとき） 

収賄・贈賄罪 

不法行為に対する過料の適用 
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（１）監事の役割、権限と義務について 

 

  

ウ 監事監査の進め方 
 （チェックリストを活用した方法等について） 
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監事の傾向 

【監事の傾向】 

 
非常勤役員である 

 

他に職を持っている 
 

当該法人での職歴を 
持っていないことがある 

・監査の時間 
・法人の情報 

 
に制約がある中で 

 

監査を行う 
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効率的、効果的な監事監査のために 

他の監査との連携、情報の活用する 

法人内部の管理体制の把握する 

リスクの高い項目を認識する 

監査の手続きを標準化する 

 法人内部の業務統制機能、 

 諸規程の整備と運用状況 

 指導監査、会計監査人等の監査の 

 状況と結果の把握 

 

 チェックリストの活用した方法など 
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チェックリストの目的 

【目  的】 

 
 業務の標準化 
 

 手続きの漏れをなくす 
 

 責任の明確化 
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ウ 監事監査の進め方 

チェックリストの構成 
 

法人運営 
 

財務会計 

 定款 
 

 経理規程 

 役員関係  計算書類 
 

 規程関係 
 

 主要な勘定科目 

 運営に関する一般的事項 
 

 財務に関する手続き事項 
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チェックリストの項目（１） 

チェックリスト 法人運営（業務監査） 

項           目 項           目 

1 定款 14 収益事業 

2 評議員 15 人事管理 

3 理事 16 内部管理 

4 理事長（業務執行理事） 17 労務環境 

5 監事 18 指導監査 

6 会計監査人 19 苦情解決 

7 理事会 20 個人（特定）情報保護 

8 評議員会 21 事故対応 

9 規程関係 22 防災対策 

10 役員報酬 23 情報提供 

11 事業一般 24 情報公開 
所轄庁への届け出 12 社会福祉事業 

13 公益事業 
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チェックリストの項目（２） 

チェックリスト 財務会計（会計監査） 

項           目 項           目 

1 経理規程 14 リース取引 

2 資産管理（基本財産） 15 引当金 

3 資産管理（基本財産以外の財産） 16 基本金 

4 予算 17 国庫補助金等特別積立金 

5 経理体制 18 その他の積立金 

6 事業計画 19 収益全般 

7 会計帳簿 20 費用全般 

8 計算書類等 21 寄付金 

9 出納 22 契約 

10 有価証券 23 利用者預り金等 

11 棚卸資産 24 社会福祉充実計画 

12 固定資産 25 特別の利益供与の禁止 

13 借入金 26 その他 
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チェックリストの様式 

法人名    
                      
実施日時   年  月   日 
 
監事氏名                       

事
項 

項     目 主な重点確認事項 チェックポイント 確認書類等 適 否 な
し 

意見 

適否の判断結果と 
意見 

チェックを行うポイントと 
確認に必要な書類 

監査項目と 
項目の重要な確認事項 
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（参考）計算書類（財務三表）の分析 

項     目 内    容 

① 貸借対照表 ・前年度と比較し、差異の内容を把握する。 
・固定資産取得、借入の有無を確認する。 
・科目の内訳（内容）を確認する。 
 
・理事長の職務執行状況の報告との整合性を確認する。 
 

② 事業活動計算書 ・前年度と比較し、差異の内容を把握する。 
・特別利益、特別損失等の内容を確認する。 
・事業報告と収益、費用の発生の整合性を確認する。 
 
・理事長の職務執行状況の報告との整合性を確認する。 
 

③ 資金収支計算書 ・（当初）予算と実績を比較し、超過科目の理由を 
 確認する。 
・補正予算の補正の理由を確認する。 
 
・理事長の職務執行状況の報告との整合性を確認する。 
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（参考）科目・項目別の留意点（１） 

項     目 内     容 

① 現金・預金 ・現預金を日々、網羅的に把握しているか。 
・現金、通帳や印鑑の保管、管理はできているか。 
・現金過不足を把握できているか。 
 

② 有価証券 ・資金管理規程、運用方針を定め、規程にしたがった運用
を行っているか。 
・適切な承認を得た上で運用が行われているか。 
 

③ 棚卸資産 ・在庫の実地棚卸を行っているか。 
・正確な実地棚卸が行われているか。 
・在庫の受払記録を作成しているか。 
 

④ 事業未収入金 ・介護報酬等の債権が、借入金の担保になっていないか。 
・長期に回収されていない債権はないか。 
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（参考）科目・項目別の留意点（２） 

項     目 内     容 

⑤ 固定資産 ・固定資産台帳に記載されている資産は実在しているか。 
・固定資産の管理体制は整備されているか。 
 

⑥ 事業未払金 ・給与や施設運営経費の長期未払いが継続していないか。 
 

⑦ 借入金 ・借入金を目的外、法人外へ転用されていないか 
・長期運転資金の借入を行っているか。 
・借入金の返済財源として、他の借入金を充てていないか。 
 

⑧ その他流動資産、 
流動負債 

・内容不明な残高が残っていないか。 
・長期に渡って滞留、未精算のものはないか。 
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（参考）科目・項目別の留意点（３） 

項     目 内     容 

⑨ 収益 ・収益を、報酬請求額などを基に適切に計上しているか。 
・発生主義で会計処理を行うために必要な情報を収集して 
 いるか。 

⑩ 人件費 ・役員報酬の支給基準にしたがって支給を行っているか。 
・勤務実態のない役員に常勤役員並みの報酬を支給してい  
 ないか。 
・勤務実態のない職員へ給与を支給していないか。 
 

⑪ 費用 ・納品書、業務完了報告等により履行を確認しているか。 
・請求書と納品書の照合は行われているか。 
・発生主義で会計処理を行うために必要な情報を収集して 
 いるか。 
 

⑫ 寄付金 ・寄付金品の受入は適正に行われているか。 
・寄付金の目的外、法人外へ転用されていないか 
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（参考）科目・項目別の留意点（４） 

項     目 内     容 

⑬ 利用者預り金等 
 

・利用者からの預り金の収支は一致しているか。 
・預り金、通帳などの保管、管理は適正に行われているか。 
 

⑭ 契約 ・入札、随意契約など適切な契約手続が行なわれているか。 
・不明瞭、不適正な契約が行われていないか。 
・契約に先立ち、適切に承認、決裁を受けているか。 
 

⑮ 経理体制 
 

・会計責任者、出納職員を兼任していないか。 
・承認手続き漏れ、誤りはないか。 
・業務の手続きは標準化されているか。 
・証憑書類は、網羅的、体系的に保管がされているか。 
 

⑯ 指導監査等との連携 ・指摘事項について、適切に報告が行われているか。 
・指摘事項について、改善が図られているか。 
・継続的に指摘を受けている内容はないか。 
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（２）専門家による支援等について 

 

  
ア 専門家による支援等の積極的な活用について 
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専門家による支援等の概要 
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専門家による支援等の概要（抜粋） 

出典 平成29年度 社会福祉法人指導監査ブロック別担当者研修会 資料 
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内部統制の向上に対する支援 報告書 

出典 厚生労働省 会計監査及び専門家による支援について 
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事務処理体制向上に対する支援 報告書 

出典 厚生労働省 会計監査及び専門家による支援について 
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内部統制支援 項目リスト  

出典 厚生労働省 会計監査及び専門家による支援について 
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事務処理体制向上支援 項目リスト 

出典 厚生労働省 会計監査及び専門家による支援について 

© 2018 松岡公認会計士・税理士事務所 41 



 

  

専門家活用イメージ 

出典 平成29年度 社会福祉法人指導監査ブロック別担当者研修会 資料 
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専門家活用イメージ（公認会計士協会） 

出典 日本公認会計士協会「非営利法人委員会研究報告第32号（参考資料）」 
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（２）専門家による支援等について 

 

  
イ 専門家による支援等のメリットについて 
（指導監査事項等の省略等） 
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監査周期の見直しによる重点化 

出典 平成29年度 社会福祉法人指導監査ブロック別担当者研修会 資料 
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監査周期の見直しによる重点化（抜粋） 

出典 平成29年度 社会福祉法人指導監査ブロック別担当者研修会 資料 
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指導監査上の取扱い 

出典 平成29年度 社会福祉法人指導監査ブロック別担当者研修会 資料 
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指導監査事項について 

出典 平成29年度 社会福祉法人指導監査ブロック別担当者研修会 資料 
 

© 2018 松岡公認会計士・税理士事務所 48 


